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内政 

１． カービー裁判官はタックスヘイブンに 

数百万ドルを隠す 

カービー上訴審裁判官はタックスヘイブ

ンと呼ばれる場所で投資を行っている。同

裁判官は元法務長官で，カーマ大統領とも

親しい間柄にある。（当館注：パナマ文書関

連の報道） 

（６日：ボツワナ・ガゼット紙） 

（上記に関し，９日付ウィークエンド・ポ

スト紙は，何も悪いことはやっていない，

不正が見つかれば辞任するとの同裁判官の

反論を報道。） 

 

２． ＵＤＣ，地方議会選挙での議席を維 

２３日，野党連合「民主改革のためのア

ンブレラ」（ＵＤＣ）はフランシスタウンで

の地方議会補欠選挙に勝利した。得票数は，

ＵＤＣ５３０票，与党ボツワナ民主党（Ｂ

ＤＰ）３９１票。 

（２５日：モニター紙） 

 

３．ボツワナは象牙を焼却しない 

カーマ環境野生動植物観光大臣は，象牙

の密輸及び象の密猟防止策としては，貯蔵

されている象牙を焼却処分しない旨述べた。

これはケニアで４月末に開催される

Giant’s Club Summit（当館注：象の保護

を目的とした国際会議）で象牙の焼却処分

が予定されていることを受けたもので，同

大臣は，「処分方法は各国がそれぞれ決定で

きる。象と共生するコミュニティに対し象 

 

は価値のあるものだから保護すべきと強調

しているが，象牙の焼却は象に価値がない

ことを示すのと同じである。」旨述べた。 

（２８日：デイリー・ニュース紙） 

 

外交 

１．南部アフリカ地域はベンソン・モイト

イ大臣がＡＵトップポストに就くことを支

持 

３月２３日にハボロネで開催された南部

アフリカ地域外相会議で，ベンソン・モイ

トイ外務国際協力大臣がアフリカ連合委員

会（ＡＵＣ）委員長選挙の南部アフリカ地

域の候補として支持を得た（３月３１日付

外務国際協力省報道発表に基づいた記事）。 

（１日：デイリー・ニュース紙） 

 

２．ベンソン・モイトイ大臣はＡＵに貢献

する決意を表明 

モイトイ外務国際協力大臣は，８日に行

った記者会見にて，ＡＵＣ委員長選挙の立

候補を正式に表明すると共に，同候補を支

持するカーマ大統領他南部アフリカ諸国首

脳に謝意を表しつつ，委員長としての資格，

経験等がある旨強調した。 

（１１日：デイリー・ニュース紙） 

（他方，１０日付サンデー・スタンダード

紙は，同大臣の立候補を評価しながらも，

ズマ現ＡＵＣ委員長がボツワナと同じ南部

アフリカの南ア出身であること，カーマ大

統領がＡＵ総会にあまり出席していないこ

と，国際刑事裁判所（ＩＣＣ）にかかるボ
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ツワナの立場がＡＵと異なること等がモイ

トイ候補にとり不利となるため，モロコメ

法務長官のＩＣＣ裁判官選挙落選，マシー

レ・コモンウェルス事務次長（マシーレ元

大統領の娘）の事務局長選落選といった過

去の経験を踏まえ，カーマ大統領自らが働

きかけに努めることが重要である旨主張し

ている。） 

 

３．中国は南シナ海に関する仲裁に応じな

い 

中国が，フィリピンにより一方的に要請

された南シナ海に関する仲裁に応じないこ

とは合法かつ正当である。 

（２月１８日付南シナ海領有問題に関する

ボツワナ政府見解に対する在ボツワナ中国

大使の寄稿） 

（２日：ウィークエンド・ポスト紙） 

 

４．中国は重要な開発パートナー 

 １０日に中国大使館により開催された当

地中国人経営者向けワークショップにおい

て，ケボナン通商産業副大臣は「中国人経

営者が現地の法律に沿ったビジネスを展開

するための啓発機会として，同ワークショ

ップを評価する」旨発言した。 

（１２日：デイリー・ニュース紙） 

（上記に関し，１３日付メヒ紙は「中国に

よる法厳守の誓約を歓迎」との見出しで，

当地における中国人経営者の現地労働法及

び商法に沿わないビジネス・マナーに言及

した上で，この度のワークショップにおい

て交わされた誓約が状況改善に資するもの

と期待する旨報じた。） 

 

 

４．大使の信任状捧呈 

 ウルグアイ，南スーダン，オーストラリ

ア，印，メキシコ，スペイン，ネパ－ルの

新大使・高等弁務官がカーマ大統領に信任

状を捧呈した。印は本年外交関係樹立５０

周年の由。 

（４日，６日，２８日：デイリー・ニュー

ス紙） 

 

５．ズマ南ア大統領，ボツワナを訪問 

１８日、ズマ南ア大統領が日帰りでボツワ

ナを訪問する。 

（１８日：デイリー・ニュース紙） 

 

経済 

１． 経済指標 

１） ボツワナの主要経済指数 

・経済成長率 

 ２０１５年経済成長率は１．０％（２０

１４年は３．２％）。 

・インフレ率 

 ２０１６年３月は３．０％（２０１６年

２月は３．０％）。 

・為替レート（ＦＮＢ） 

 ２０１６年４月２９日： 

  １プラ＝０．０９１７米ドル 

  １プラ＝１．２９３南ア・ランド 

  １プラ＝９．９０円 

 ２０１６年３月３１日： 

  １プラ＝０．０８９５米ドル 

  １プラ＝１．３１６南ア・ランド 

  １プラ＝１０．１５円 

 

２．ダイヤモンド産業 

１） デビアス社，ダイヤモンド価格上昇 

 ２０１５年，ダイヤモンド原石価格を約
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１５％下落させたデビアス社であったが，

４月第３週，今年の第一四半期の売上げ上

昇を反映し，原石価格を２％上昇させた。

これは，ダイヤモンド市場の深刻なスラン

プからの脱却の兆しと言えるかもしれない。 

（１８日：ウィークエンド・ポスト紙） 

 

３．エネルギー・資源 

 １）モルプレＡ発電所改修工事，韓国企

業が受注 

 斗山重工業（韓国企業）は，２０１３年

より稼働停止していたモルプレＡ石炭火力

発電所（１３２ＭＷ規模）の改修工事を受

注した。 

（４日：ウィークエンド・ポスト紙） 

 

 ２）モルプレＢ発電所７・８号機事業，

韓国企業が直接交渉権を取得 

 今月第４週，公共調達委員会（ＰＰＡＤ

Ｂ）は，モルプレＢ石炭火力発電所拡張事

業に関し，鉱物エネルギー水資源省による

韓国企業ジョイント・ベンチャー（大宇，

ＫＥＰＣＯ）との直接交渉を許可した。Ｐ

ＰＡＤＢによれば，本事業を請け負うＩＰ

Ｐ事業者は，３００ＭＷ級ブラウンフィー

ルド発電機（１５０ＭＷ級２基）の資金繰

り，設計，建設，運営，維持・管理，廃炉

までを一括して行う義務がある。モカイラ

鉱物エネルギー水資源大臣はメディアに対

し，「落札者が決定したのではない。大宇・

ＫＥＰＣＯとの直接交渉が承認されたので

ある。本事業は競争入札とはならず，入札

図書をベースに直接交渉を行う」旨述べた。 

（２２日：メヒ紙） 

 

 

４．食肉産業 

 １）バッファローの侵入，口蹄疫の恐れ 

 先日，カニエ（当館注：首都ハボロネよ

り南に車で１時間）付近においてバッファ

ローの侵入が確認され，口蹄疫の発生の恐

れがあるとして問題視されている。これに

より，第１１地区（当館注：首都ハボロネ，

カニエ，牛肉産業の拠点となっているロバ

ツェを含む南東地区）内における食肉処理

の一時的な停止措置が取られた。ボツワナ

食肉委員会が運営するロバツェの食肉処理

場も稼働停止しており，第１１地区におけ

る牛肉不足が予想される。 

（１５日：メヒ紙） 

 

２） 対ＥＵ牛肉輸出停止 

 農業省は，第１１地区でのバッファロー

侵入の確認を受け，同地域産牛肉の対ＥＵ

輸出を停止する旨発表した。 

（１３日：デイリー・ニュース紙，メヒ紙） 

 

５．ボツワナ，鉱業部門格付けにおいて高

ランク 

カナダのシンクタンク，フレイザー・イ

ンスティトゥートは「鉱業企業調査２０１

５」において，鉱業部門における政策・法

整備のランキングで１０９カ国中第１４位

に格付けされた。また，鉱業部門における

投資環境ランキングでは１０９カ国中第３

９位（アフリカ諸国内では第５位）に格付

けされた。ボツワナは，アフリカ諸国内で

は，鉱業部門における投資環境の整備が進

んでいると言えるだろう。 

（２４日：サンデー・スタンダード紙） 
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６．ムーディーズ国債格付け，ボツワナは

Ａ２維持 

ムーディーズ・インベスターズ・サービ

ス社は，ボツワナの国債格付けを「Ａ２」

とランクした。格付けの主な要因としては，

ＧＤＰの６５％に相当する外貨準備を保有

している点，政治情勢が継続的に安定して

いる点等が挙げられる。一方で，経済多角

化の遅れやダイヤモンド産業への依存はリ

スクとして指摘されている。 

（２６日：メヒ紙） 

 

７．通商産業省，改名 

 通商産業省は，１日付けで，投資通商産

業省へと改名された。 

（６日：デイリー・ニュース紙，ガゼッタ

紙） 


